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大学卒業後に就職した企業では管理部門
に所属し、仕事も生活も安定していました
が、一方で新たな分野に挑戦したい気持
ちが湧き上がりました。その時、着目した
のが世の中で機運が高まっていたデータ
サイエンスでした。学生時代に専攻して
いた心理学の研究で統計学を活用し、
一定の知識があったことから、データサ
イエンティストへの転身を決意。転職先
では社内のデータ活用推進やデータ分析
基盤の構築などに従事しました。実務と
自学で知識を積み重ねていきましたが、
第一線で活躍するには、より高度な専門
性が必要と実感。修士号取得にも関心が
あったため、企業からの「派遣社会人枠」
を利用して、滋賀大学大学院データサイ
エンス研究科へ入学しました。

研究科では、方針として、社会でのデータ
活用と価値創出に主眼が置かれており、
社会人学生は自社の課題を研究テーマに
することができます。私は会社で携わって
いた風力発電の異常検知を深層学習に
より高度化するAI研究に打ち込みました。
アカデミックな環境も整っており、実際に
私は複数回の学会発表を経験し、その中
で奨励賞もいただくことができました。

また、講義はオンラインが中心だったので
仕事と両立しやすく、担当教員の河本薫
先生をはじめとする先生方への相談に
より研究を深化したり、他分野で働く社
会人派遣の研究仲間とつながれたことも、
大きな財産となりました。修了後も、滋賀
大学データサイエンス・AIイノベーション
研究推進センターの客員研究員として、
研究と後進の指導にあたっています。

現在は、株式会社ARISE analyticsにて、
KDDIのマーケティング施策高度化プロ
ジェクトのリーダーを務めています。KDDI
は通信事業を軸に、金融や流通といった
多種多様な事業を展開しています。これ
らサービスの膨大な顧客データを活用し、

各サービスへの誘致・利用促進を図る仕
組みを、機械学習を活用することで実現
しています。私は当該プロジェクトのリー
ダーとして、顧客折衝や評価指標設計か
ら、モデルのコードレビューなど実装まで
を一気通貫で行っています。私は以前から、
現実社会の課題とAIをはじめとする技術
をつなぐ業務に携わりたいという思いが
ありました。今は担当した施策が世の中
や人びとに適用され、成果を上げていく
ことにやりがいを感じています。今後は
段階を上げて、課題の探索などゼロから
案件そのものをつくることも考えています。
この時、研究科で得た知見や河本先生に
指導いただいた課題の抽出や定義の手法
が役立つはずです。研究科での学びによ
り文系出身でも、このようなキャリアを築
くことができました。あのとき、一歩踏み
出してよかったと思います。

データサイエンスの
可能性にかけて挑戦

文系学部からデータサイエンス分野への
キャリアチェンジと研究継続の双方を実現

データによる課題解決から
課題創出のフェーズへ

手厚いサポートのもと
自社の課題解決を追究
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小学校時代のあこがれの恩師のように
児童にも保護者にも信頼される教員をめざす
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小学5年生の時の担任の先生にあこがれ
て教員をめざしました。先生は勉強はも
ちろんのこと、休み時間は一緒に遊び、
何でも相談にのってくれ、さらには学級
での出来事や児童一人ひとりのがんばり
を記した学級通信を保護者にほぼ毎日
配布するなど、熱心に向かい合ってくれ
ました。このことがずっと心に残り、先生
のようになりたいと思いました。
滋賀県で小学校の先生になりたかった
ので、県内での採用率が高い滋賀大学
教育学部を志望しました。また、私は父方・
母方の祖父母が教員という家庭に育ち、
さらに母方の祖父母が滋賀大学教育学部
出身で、あこがれの先生も卒業生だった
ことも進学を決める後押しになりました。

大学では得意科目の算数を専攻し、長谷
川武博先生のゼミで研究にも打ち込み
ました。テーマは四次元以上の高次元空
間を数と構造を手がかりに三次元、二次
元で捉える研究です。単に解を求めるの
ではなく、なぜその理論に至るのかをロ
ジカル、クリティカルの双方から考える
ことを学びました。教員になった今、この
思考習慣は授業を計画する際に「この説
明で理解できるのか」「板書で提示した
図解は視覚的に有効なのか」など、指導
方法を児童目線でも見つめ直すことにつ
ながっています。在学中、近隣の小学校
で学習・生活の支援や、校外学習に帯同
するボランティアをしたことも、教育現場
における教員の役割や児童の様子を知
るうえで有効な経験となりました。

教師1年目の昨年は、4年生の担任という
挑戦から始まりました。高学年へと成長
していく第一段階で、学習内容もクラス内
の社会性や人間関係も深くなっていく時
期です。指導の難しさも実感しましたが、
児童と一緒に成長していこうと日々奮闘
した1年でした。そんな中でうれしかった
のは、算数が苦手な子に算数を学ぶ意味
と大切さを丁寧に伝えると、前向きに取り
組んでくれるようになったことです。また、
お楽しみ会で私への感謝の手紙を読み、
サプライズの寄せ書きを贈ってくれたこと
は、今後も忘れたくない思い出です。
めざすのは児童に寄り添い、保護者にも
信頼される教員です。そのためには授業や
指導の質をさらに高めることが必要です
が、勤務先の小学校には滋賀大学出身の
先輩が在籍しているので助言をいただい
ています。また、今も教壇に立つあこがれ
の先生は、何かと相談できる心強い存在
です。周囲にロールモデルが多いことも、
滋賀大学教育学部で学べてよかったと
思います。

地元で教員になるために
縁もあった滋賀大学に進学

数学の研究で養った思考が
学習計画の糧に

教育学部出身の先輩たちを
モデルに教員として成長
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